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The number of inbound tourists has been increasing recently in Japan. However most inbound tourists visit only
certain areas. To balance regional economic growth in a country, it is necessary to reduce the spatial convergence
of inbound tourists’visiting places. In order to reduce the spatial convergence of inbound tourists’visiting places,
we have to know where tourist attractions are located and how different in preferences between foreign tourists and
domestic tourists. In this research, we aim to investigate a method to show the difference of preferences between
foreign tourists and domestic tourists. This research focuses on historic sites in Japan, but this framework can be
applied to any other countries and any other kind of tourist attraction.

1. はじめに
日本を訪れる外国人観光客数は年々増加しており，政府およ

び民間において今後も観光産業の活発化が望まれている．しか
し，現状，日本を訪れる外国人観光客の訪問地が東京・京都・
大阪といった一部の地域に集中していることが指摘されてい
る．このため，日本のその他の地域に現存する観光資源に外
国人観光客を引きつけることにより，観光による経済の活発化
を，日本の広い地域にもたらすことが必要である．
本研究は，国内の観光資源の把握，および外国人観光客と国

内観光客の訪問地の特性の違いを明らかにすることを目指す．
これらにより，外国人観光客が観光地に求める施設の種類を知
り，未だ外国人観光客が訪れていない観光地にそのような施設
を備えることで，外国人観光客をそれらの観光地に引きつける
ことができると考える．

Vuら [Vu 15]は Flickrのジオタグ付き写真データから，香
港における欧米からの旅行客とアジアからの旅行客について，
人気の場所とルートを比較する研究を行っている．Paldino

ら [Paldino 15]は同じく Flickrのジオタグ付き写真データか
ら，アメリカ・ヨーロッパの各都市において，外国人観光客の
訪問地の分布が国内観光客の分布よりも小さい範囲に集中して
いることを示している．しかし，これらの研究においてはなぜ
観光客の出身地によって訪問地が異なるかを説明していない．
これを説明するためには，各地域内の施設に関する情報を利用
する必要がある．Georgievら [Georgiev 14]は，ロンドンオリ
ンピックにおいて，どのような施設が訪問客数を顕著に伸ばし
ているかを分析している．ここで，Foursquareのデータが用
いられている．Foursquareは各施設のカテゴリ（ホテル，レ
ストランなど）を保持しており，その情報が利用されている．
本研究は，2014 年 8 月に取得したジオタグ付き Tweet と

Foursquare のデータから日本の史跡を持つ観光地について，
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国内旅行客と外国人観光客の訪問しやすい地域の特徴をの違
いを分析する．両者の訪問地の特徴の違いを明らかにすること
で，外国人観光客が訪れていない国内の観光資源に彼らを引き
つけるために必要な対策案を提示する．

2. 国内居住者の訪問地抽出
国内居住者の居住地と訪問地の推定・分類を Ester

ら [Ester 96] によって提案された DBSCAN(Density Based

Spatial Clustering Algorithm with Noise)を用いて行う．DB-

SCANとは，人の移動ログが集中する場所はその人にとって
の日常の重要な場所（職場・家など）であるという仮定のもと，
ログの空間上の密度をもとに，重要な場所を CLUSTERとし，
そうでない場所を NOISEとみなすアルゴリズムである．
　ジオタグ付き Tweetは，ユーザが能動的に投稿するもので
あるため，単に投稿地点の密集地を捉えてしまうと，一時的に
多数の投稿をしただけの場所を日常の重要な場所と捉えてしま
いかねない．これを避けるために，投稿日数の密度を考慮した
アルゴリズムに改良する．以下に本研究で用いたアルゴリズム
の詳細を示す．

1. 1人のユーザに関し，期間内の全 Tweetの位置を抽出す
る．図 1-(a) は得られた Tweet の空間的な位置を示す．
色の違いは投稿日の違いを示す．

2. この中からどれか 1点を取り出し，半径 4km以内に 4日
分以上の Tweetがあれば，それらを同じクラスタとみな
す (図 1-(b))．

3. 半径 4km以内に 4日分以上の Tweetがなければ，その
点を NOISEとみなす (図 1-(c))．

4. 複数のクラスタが同一の Tweetを 1つ以上共有するなら
ば，それらのクラスタを結合する (図 1-(d))．

5. 2～4を繰り返して終了した後，クラスタを形成する点を
高頻度滞在地とし，NOISE となった点を低頻度滞在地
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(a) 1 ユーザの全 Tweet の位置を抽出 (色の違いは投稿日の違いを示す)． (b) Tweet を 1 つ選び，その地点を中心とした円を描く．その円内に
4 日以上の Tweet があればそれらを同じクラスタとする．

(c) 選択した Tweet の地点を中心とした円内に 4 日分以上の Tweet が
なければ，その Tweet を NOISE とみなす．

(d) 2 つ以上のクラスタが互いに同じ Tweet を 1 つ以上共通に持つ場合，
それらのクラスタを結合する．

図 1: DBSCANの改良

とする．図 1-(d) にて，高頻度滞在地は左上のクラスタ
と最も右のクラスタである．低頻度滞在地はそれ以外の
NOISEに分類されたものである．

ここで，最も多くの日数のTweetを持つクラスタ（図 1-(d)の
左上のクラスタ）の重心をそのユーザの居住地とし，低頻度移
動地を旅行・外出目的の訪問地とする．2014年 8月の日本での
Tweet件数は 13,299,546件であった．これに対し，DBSCAN

を実施し，居住地および 1 つ以上の訪問地を持つユーザを抽
出したところ，そのユーザ数は 107,418人であった．
各ユーザの訪問地が得られた後に，全ユーザについて

訪問地が密集する地点を観光地として抽出する．Crandall

ら [Crandall 09]は Flickrのジオタグ付き写真データの密集す
る地点を Mean Shift Clusteringによってクラスタリングし，
その中心地をランドマークとして抽出している．同様の方法
で，訪問地の密集する場所を集約する．今回のデータに対して
クラスタリングした結果，訪問地は 2336の地点に集約された．

3. 各地点の特徴決定
訪問地を集約することで得られた観光地が周辺にどのような

施設を持つかによって，その地域を特徴づける．Leeら [Lee 13]

は位置情報ベースのソーシャル・メディアである Yahoo! ロ
コによって，各地域の特徴付けを行っている．本研究では，
Foursquareによって各地域の特徴付けを行う．Foursquareは
ユーザが自分の訪問した場所（Foursquareではこれらをまと
めてVenueと呼ぶ）について評価をするソーシャル・メディア
である．各 Venueはレストランやホテルや史跡などといった
施設のカテゴリを持つ．本研究では，Airport, Beach, Event,

Food, Historic Site, Hotel, Museum, Nightlife Spot, Out-

doors & Recreation, Rest Area, Shop & Service, Stadium,

Theme Parkの 13カテゴリを用いる．
図 2 は特徴付けの方法を示すものである．緑色の丸い点は

Twitterのデータから得られた観光地である．各観光地の周辺
5kmについて，各カテゴリごとの評価件数を総和する．この
図では左の地点は史跡のポイントが 9，右は 4となる．さらに
これらの対数をとった上で，各カテゴリの最大値で正規化する
ことで特徴付けを行う．図 3はこの手法で，羽田空港周辺の特
徴を表したものである．図の上の 5 つの単語はこの地域で投
稿された Tweetのテキスト情報をつなぎ合わせて文書を作成
した後に，他の地域の文書と比較し，最もこの地域を特徴づけ
る単語を TF-IDFによって得たものである．この地域におい
ては，空港 (Airport)の特徴が最も高く，確かに地域の特徴を
捉えていることがわかる．

4. 決定木の作成と比較
どのような特徴の組み合わせがあれば観光客が集まるかを

分析する．本論文では，史跡 (Historic Site) の特徴値が最も
高い上位 5%の地点 (133地点)を取り出して，それらの地点に
おける各特徴値が外国人観光客数と国内観光客数に与える影響
を検討する．ここで Breimanら [Breiman 84]によって提案さ
れた決定木の手法を用いる．決定木とは，目的変数と説明変数
の関係を表す際に，説明変数のどのような組み合わせが揃うと
目的変数が決定されるかを木構造で表すものである．これによ
り，人間にとっても目的変数の決定条件が理解可能になる．こ
こでは，目的変数を外国人観光客数と国内観光客数の 2 つの
決定木を作り，ともに説明変数を各カテゴリの特徴値とする．
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図 2: 各地域の特徴付与の方法
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図 3: 周辺地域の特徴決定の例 (羽田空港)

(a) 外国人観光客 (b) 国内観光客

図 4: 史跡における観光客数の決定木: 外国人旅行客はナイトスポット（バー・ナイマーケット・クラブなど）を重視する. 国内観
光客においてはナイトスポットは重要でない．

外国人観光客のユーザ抽出には，この時期 (2014年 8月)に
投稿された全世界のジオタグ付きTweetデータを利用した．ジ
オタグ付きTweetデータは，投稿時の緯度・経度以外に，投稿
場所の国名を保持している．このため，日本においてTweetを
投稿したユーザがその前後で日本以外の同じ国においてTweet

を投稿しているならば，そのユーザは日本に外国から訪れた観
光客とみなすことができる．このようにして外国人観光客を抽
出する．
図 4 が求まった決定木である．図 4-(a) は外国人旅行客数

の決定木である．第 1 階層にて，133 地点がナイトスポット
(Nightlife Spot)の値が 0.4273以下か否かで，第 2階層で左
に移るか，右に移るかが分かれる．133地点のうち 40地点が
0.4273より大きいため第 2階層で右側に移る．ここでさらに
レストラン (Food)の値が 0.5392以下か否かで第 3階層で左
に移るか右に移るかが決まる．40地点のうち 37地点が第 3階
層で右側に移る．本論文では第 3階層で終了するものとする．
この図の第 3 階層のさらに下にある説明は，外国人観光客の
主要訪問地 (全 2336地域のうち，外国人観光客数が Top5%の
地点と定義する)がそれぞれの分類にどの程度含まれているか
を示すものである．第 3 階層の最右端の分類においては，37

地点のうち 81%である 30地点が外国人観光客の主要訪問地で
あることを示す．この図から，最右端の分類に最も外国人観光
客の主要訪問地が含まれており，この分類に入るためにはナイ

トスポット (Nightlife Spot)とレストラン (Food)の特徴量が
高いことが条件であることがわかる．このため，外国人観光客
はナイトスポットとレストランを重視しているのがわかる．同
様に図 4-(b)から国内観光客はレストランと史跡そのものを重
視していることがわかる．このため，外国人観光客と国内観光
客の大きな違いは，外国人観光客が史跡の周囲にナイトスポッ
トがあることを望むのに対して，国内観光客は史跡の周囲にナ
イトスポットを望まず，むしろ史跡そのものの良さを求めると
いうことである．したがって，日本に居住する人々が好んで行
く史跡について，周囲にナイトスポットがなければ，外国人観
光客はその史跡を敬遠してしまう可能性があるといえる．

5. 周辺環境の改善が必要な観光地
図 5は，外国人観光客の主要訪問地でないが，国内観光客の

主要訪問地であった場所を 4 つ取り上げたものである．これ
らの地域においては，レストラン (Food)の値は，図 4より外
国人観光客の基準も国内観光客の基準も満たしている．また，
史跡 (Historic Site)の値も国内観光客の基準を満たしている．
しかし，ナイトスポット (Nightlife Spot)の値が外国人観光客
の基準を満たしていない．そのため，これらの地域においては
ナイトスポットの改善が外国人観光客を引きつけるために必要
であると考えられる．
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(a) 松江
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(b) 川越
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(c) 出雲
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(d) 弘前

図 5: ナイトスポットを増やすことで外国人観光客数を増やすことができると考えられる観光地

6. おわりに
本研究では，ジオタグ付き Tweet データと Foursquare の

Venue 情報をもとに外国人観光客と国内観光客が史跡の周辺
に求める条件の違いを明らかにし，いかにすれば外国人観光客
があまり訪れない観光地に外国人観光客を引きつけることが
できるかを示した．日本においてはとりわけナイトスポットが
外国人観光客にとって重要であり，この点を改善することで，
外国人観光客数を改善する可能性があることを示した．
今後は，季節ごとの違いや，出身国ごとの違いを明らかにす

ることで，きめ細かな分析を行うことが必要である．
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